
　皆様こんにちは、本日はロ－タリ－月間についてお
話させて頂きます。
国際ロータリーには皆さんもご存知のようにロータリ
ー特別月間があります。クラブだけでなく、ロータリ
アン一人ひとりが、ロータリーの活動に参加するよう
強調するため、国際ロータリー理事会が指定した月間
のことです。
　10 月は経済と地域社会の発展月間です。どんなこ
とかといえば、『貧困地域の経済発展を目的とした起
業家、地域社会のリーダー、地元団体を含む地域ネッ
トワークの向上、雇用創出、支援が行き届いていない
地域社会での貧困の削減、経済と地域社会の発展に関
連した仕事に従事することを目指す専門職業人のため
の奨学金支援を強調する月間』です。
　資料を見ていましたら、今年の８月に警備業会津支
部研修会にて研修した内容に近い記事が載っていまし
たのでご紹介させて頂きます。
安心安全な街づくり ～スマホを活用した徘徊高齢者
の捜索
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寄稿者：浜本博志（大津中央ロータリークラブ）

「全国で１万５千人を突破」この数字を聞いて何の人
数だと思われましたか？これは 2016 年に認知症等に
よる原因で行方不明になった人の全国総数でありま
す。警察庁が、認知症が原因と思われる行方不明者の
統計を開始した 2012 年から、毎年その人数は増え続
けており（2012 年は 9,607 人、2016 年は 15,432 人）、
この 5 年間で 1.6 倍に達しました。世界的に見ても稀
有である「高齢化社会：日本」を象徴しているともい
えます。
　浜本さんの暮らす滋賀県でも、昨年こんな事があ
りました。軽度の認知症だった高齢男性が、行き慣
れた診療施設に行くといって、自転車で出掛けたま
ま行方が分からなくなり、ご家族や関係者の方々は、
色々な手を尽くして探しました。SNS などでも呼びか
け、警察や公的機関なども捜索しましたが最終的には、
15km も離れた場所で亡くなられた後に見つかるとい

う悲しい結果となったそうで
す。ご家族は、この方が「ご
自宅を出て右に行ったか、左
に行ったかもわからず、探す
ための手掛かりが何もなくて
途方に暮れた」と言っておられ、高齢者が街なかを自
転車で走っていても、誰も気にも留めないし、近所の
人ですら「顔を知らない」といったことも日常的にな
っており、地域コミュニティーも希薄になりつつある
現状であり。そんなこともあって、浜本さんが所属す
る大津中央ロータリークラブでは、昨年から『安心安
全な街づくり』の取り組みを始め 2016 年は、認知症
等の徘徊高齢者に対象を絞って『徘徊高齢者の捜索実
証実験』を実施。これは、ビーコンという発信機と、
これを検知するためのアプリをインストールした市民
のスマホを活用して、行方不明者を探し出すというシ
ステムの実験で、実証実験には、地元自治体や警察機
関などからも参加し、その有効性を実感できる成果を
あげました。参加者からは「このようなシステムが広
く世間に認知されれば、本当に安心な街になりそうだ
と実感した」という記事が載っていました。
　私が支部研修で兵庫県加古川市にて視察したのもま
さにビ－コン・タグを利用した民間事業でありました。
この地域は犯罪情勢が不安な地域で　過去に殺人事件
等があったと聞いており、地域の子供たちをどういっ
た風に守っていけるか、行政・警備会社・地域の方々
が一体となり、約 1,500 台の検知機能付き見守りカメ
ラを設置して運営をしており、登録・設定をしておく
と何時・どういうル－トを行ったかが分かり・現在ど
の辺にいるかまで検知できるシステムです。偶然にも
話の中で会津若松市でも協議しているそうで数年後に
は我々も利用できる日が来るかもしれません。
　又本日の例会内容については、創立 35 周年記念例
会の第 1 回実行委員会が行われます。皆様方と協議し
素晴らしい記念例会が開催できることを御記念し簡単
ではございますが、会長の挨拶とさせていただきます。
ありがとうございました。

▪会長／村﨑 雅彦　▪幹事／鈴木 康介
▪広報委員会／田中 益成・野口 雄介

▪例会日／火曜日 12：30 〜 13：30
▪例会場／会津若松駅前 会津迎賓館
　　　　　TEL. 0242（25）3311
▪事務所／会津若松市追手町 3-24
　　　　　TEL. 0242（29）5866
　　　　　FAX. 0242（38）2895
▪ URL http：//www.aizujonan-rc.comWeekly Report

2019 年 10 月 8 日（火）　第 1651 回（本年度 13 回）例会
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出席委員会 木村　剛　委員長

▪出席率　62.05% ▪前回出席率訂正　59.05%

各 委 員 会 報 告

ニコニコBOX委員会 赤城　明広　委員長

村﨑君：第１回実行委員会、木村実行委員長、岡本幹事他皆
様よろしくお願いします。
鈴木君、赤城君：今日は実行委員会宜しくお願いします。
小川君：赤城委員長、先週の例会でのことですが、SAAに事
前に相談なく、ニコニコBOXの報告を省略するのは、やめて
ください。おかげで時間が余り、加藤先生に無茶振りして
しまいました。
野澤君：３５周年記念事業よろしくお願いします。
山口(隆)君：皆様ご無沙汰しております。季節の変わり目、
体調等崩さない様注意しましょう。
佐藤(郁)君：いつもありがとうございます。よろしくおねが
いします。
岡本君：みなさまこんにちは。本日もよろしくお願い致し
ます。

R財団委員会 木村　武美　委員長

黒澤君、山田君：皆様こんにちは。本日もお世話になり
ます。
赤城君：誕生日の皆様おめでとうございます。元気で
活動してください。
野澤君：会長杯ゴルフコンペお世話になります。
小川君：東京の専門学校に通う次女が、無事に保育の
資格を取得しました。

▪ 点 鐘　　村﨑　雅彦　会長
▪ ロータリーソング　　それでこそロータリー
▪ 四 つ の テ ス ト　　佐藤　郁雄　君
▪ 会 長 挨 拶　　村﨑　雅彦　会長

本 日 の プ ロ グ ラ ム

◎創立 35 周年実行委員会

幹事報告　　　鈴木　康介　幹事

1 . ガバナー事務所より
 ○地区大会「青少年奉仕活動発表」
  及び「青少年会議」のお知らせ（受）
2 .会津若松西RC・会津若松南RCより
 ○10月の例会プログラム（受）
3 . 会津若松 RC より
 ○週報（受）
4 . 暴力追放会津若松市民会議より
 ○暴力追放会津若松市民会議への参加依頼（受）

ア ル バ ム

本日は、我がクラブが創立 35 周年を迎えるため、5 月に行われる式典に向けて実行委員会を発足します。



村崎会長の挨拶と鈴木幹事の報告から始まります。

会津迎賓館さんいつも美味しいご飯ありがとうございます！

実行委員長の木村武美会員より今後の意気込みなどを聞きました。



実行委員幹事の岡本会員からはこれからの実行委員開催などについて話していただきました。

城南ロータリークラブ創立 35 周年は私たちにとって大きな節目となります。
来たる 35 周年に向けてみんなで力を合わせて頑張っていきましょう！


